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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

   本論文は，創傷治癒や癌増殖で見られる細胞遊走において，重要なシグナル伝達物質である

PTEN と PIP3 の細胞内時空間分布を明らかにすることで，新たな遊走メカニズムを提案した．細

胞は力学刺激による微小変形を感じ，細胞の移動方向を決定する物質が集積することで，遊走方向

を決定していると考えられた．本成果は従来まで生化学のみで説明されていた細胞遊走メカニズム

に対して，力学的な観点から新たなメカニズムを提案すると同時に，創傷治癒を含む再生医療や癌

治療への応用の可能性について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める．よって

本論文は博士 (工学) の学位論文に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 


